
 

平
成
二
九
年
第
一
〇
回
教
育
委
員
会
よ
り 

  

平
成
二
九
年
第
一
〇
回
教
育
委
員
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

こ
の
内
容
は
あ
く
ま
で
も
要
旨
で
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
正
式
な
手
続
き
に
よ
り
会
議

録
を
閲
覧
く
だ
さ
い
。 

 

一 

日
時 

平
成
二
九
年
一
〇
月
二
七
日
（
金
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
三
時
一
〇
分
～ 

二 

市
役
所 

 

二
階 

応
接
室 

三 

要
旨 

（
１
） 

平
成
二
九
年
第
九
回
教
育
委
員
会
定
例
会
会

議
録
の
承
認 

 

（
２
）
行
事
報
告 

 

前
回
（
九
月
二
九
日
）
か
ら
今
回
ま
で
の
事
務
局
の

事
業
報
告
と
質
疑 

○
部
落
解
放
第
三
四
回
新
潟
県
研
究
集
会 

・
九
月
三
〇
日
（
土
）
・
会
場 

新
発
田
市 

〇
成
人
講
座
ま
ち
づ
く
り
塾
６ 

九
月
三
〇
日
（
土
） 

異
国
文
化
を
学
ぶ(

韓
国
の
食
文
化)

水
原
公
民
館 

〇
フ
ォ
ー
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

・
九
月
三
〇
日
（
土
）
安
野
小
学
校 

〇
平
成
二
九
年
度
阿
賀
野
市
地
域
防
災
訓
練 

・
一
〇
月
一
日
（
日
）
安
田
中
学
校
ほ
か 

 

       

  ・
一
〇
月
一
日
（
日
）・
や
ま
び
こ
通
り
ほ
か 

〇
公
立
幼
稚
園
運
動
会 

・
一
〇
月
一
日(

日) 

安
田
・
京
ヶ
瀬
幼
稚
園 

○
平
成
二
九
年
度
人
事
異
動
方
針
説
明
会 

・
一
〇
月
三
日
（
火
）
聖
籠
町
町
民
会
館 

○
第
七
回
校
園
長
会
議
・
一
〇
月
四
日(

水)

笹
神
支
所 

〇
い
じ
め
問
題
対
策
協
議
会 

・
一
〇
月
四
日(

水)  

笹
神
支
所 

〇
さ
わ
ら
び
学
級(

笹
神) 

ふ
れ
あ
い
会
館 

・
一
〇
月
五
日
（
木
） 

干
支
の
押
し
絵 

・
一
〇
月
十
九
日(

木
）
折
り
紙
教
室 

〇
成
人
講
座
「
ま
ち
づ
く
り
塾
」
５
の
②
遺
跡
出
土
品

収
蔵
庫
と
遺
跡
整
理
事
務
所
見
学
・
一
〇
月
五
日

（
木
）・
会
場 

収
蔵
庫
及
び
遺
跡
整
理
室 

・
７
阿
賀
野
の
歴
史
文
化
～
三
国
街
道
を
巡
ろ
う 

～
そ
の
①
一
〇
月
十
八
日(

水)

ふ
れ
合
い
会
館 

～
そ
の
②
一
〇
月
二
一
日
（
土
）
水
原
代
官
所 

〇
就
学
時
健
康
診
断 

・
一
〇
月 

六
日
（
金
）
京
ヶ
瀬
小 

・
十
七
日(

火)

安
野
小
・
二
四
日(
火)
笹
岡
小 

〇
阿
賀
野
市
戦
没
者
追
悼
式 

・
一
〇
月
七
日
（
土
）
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
水
原 

〇
コ
ス
モ
ス
祭
り
雑
誌
市･

シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
上
映
会 

・
一
〇
月
八
日
（
日
）
市
立
図
書
館 

〇
学
校
定
期
監
査 

・
一
〇
月
一
〇
日
（
火
）(

堀
小
・
安
野
小
・
京
小) 

〇
も
の
づ
く
り
体
験
教
室
（
神
小･

笹
小
・
五
年
生
） 

・
一
〇
月
十
一
日
（
水
）
五
頭
連
峰
少
年
自
然
の
家 

○
教
育
委
員
学
校
訪
問
・
一
〇
月
十
二
日(

木)

京
幼
・

京
小
・
京
中
・
一
〇
月
十
八
日(

水)

こ
こ
ろ
と
こ
と
ば

の
相
談
室
・
水
原
中
・
安
野
小 

〇
山
手
学
級
・
さ
わ
や
か
女
性
セ
ミ
ナ
ー
安
田
公
民
館 

・
一
〇
月
十
二
日(

木
）「
レ
ジ
ン
ア
ク
セ
サ
リ
ー
教
室
」 

・
一
〇
月
十
九
日(

木)

「
干
支
の
押
し
絵
」 

○
深
め
よ
う
絆
県
民
の
集
い 

・
一
〇
月
十
四
日 

(

土
）
聖
籠
町
町
民
会
館 

〇
安
田
芸
能
の
つ
ど
い 

・
一
〇
月
十
五
日
（
日
）
安
田
体
育
館 

〇
こ
だ
ま
２ 

押
し
花
ア
ー
ト
作
り 

・
一
〇
月
十
五
日
（
日
）
水
原
公
民
館 

〇
寿
学
級 

文
化
祭
作
品
作
り 

・
一
〇
月
十
六
日
（
月
）
京
和
荘 

○
県
都
市
教
育
長
協
議
会
秋
季
定
期
大
会 

・
一
〇
月
十
七
日(

火)  

加
茂
市 

〇
明
る
い
家
庭
づ
く
り
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
会 

・
一
〇
月
十
九
日(

木)  

笹
神
支
所 

〇
県
社
会
教
育
研
究
大
会
阿
賀
野
大
会 

・
一
〇
月
二
〇
日(

金)  

ふ
れ
あ
い
会
館 

〇
一
〇
月
二
一
日(

土
）
学
校
創
立
記
念
式
典 

・
四
〇
周
年 

神
山
小
学
校 

・
七
〇
周
年 

京
ヶ
瀬
中
学
校 

〇
第
七
〇
回
新
潟
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会 

・
一
〇
月
二
二
日
（
日
）
安
野
小
前
中
継
所 

〇
小
中
学
校
音
楽
祭 

・
一
〇
月
二
六
日(

木)  

水
原
中
学
校
体
育
館 

〇
第
一
回
総
合
教
育
会
議 

・
一
〇
月
二
七
日
（
金
）
市
役
所 

○
教
育
委
員
会
定
例
会 

 

・
一
〇
月
二
七
日
（
金
）
市
役
所 

 

教
育
委
員
会
だ
よ
り 
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(

３
）
議
件 

○
議
案
第
五
三
号 

専
決
処
分
（
専
第
八
号
阿
賀
野
市

教
育
委
員
会
後
援
承
諾
）
に
つ
い
て 

 
 

承
認 

＊
天
然
記
念
物
北
海
道
犬
協
会
第
四
〇
回
関
東
連
合

展
覧
会 

・
代
表
者 
同
協
会
新
潟
支
部
長 

圓
山 

伸
治 

・
期
日 

一
〇
月
二
九
日(

日
）
籠
尻
河
川
敷
公
園 

○
議
案
第
五
四
号 
専
決
処
分
（
専
第
九
号
阿
賀
野
市

教
育
委
員
会
後
援
承
諾
）
に
つ
い
て 

 
 

承
認 

＊
阿
賀
野
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
橋
議
会
講
演
会 

・
期
日 

十
一
月
二
十
四
日(
金)
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー 

○
議
案
第
五
五
号 

専
決
処
分
（
専
第
一
〇
号
阿
賀
野

市
教
育
委
員
会
後
援
承
諾
）
に
つ
い
て 

 

承
認 

＊
「
ま
ち
歩
き
」
～
春
城
ゆ
か
り
の
場
所
を
訪
ね
る
～ 

・
期
日 

十
一
月
九
日(

木)  

天
朝
山
、
生
家
、
ほ
か 

○
議
案
第
五
六
号 

要
保
護
及
び
準
要
保
護
児
童 

生
徒
の
認
定
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 

承
認 

 

申
請
者
数
一
名 

 

否
認
定
者
数
一
名 

 
 

（
４
）
今
後
の
日
程
に
つ
い
て 

〇
水
原
芸
能
発
表
会 

・
十
月
二
九
日(

日)

水
原
公
民
館 

○
市
教
委
人
事
管
理
ヒ
ア
リ
ン
グ 

笹
神
支
所 

・
一
〇
月
三
〇
日
（
月
）
小
学
校
八
校 

・
一
〇
月
三
一
日
（
火
）
中
学
校
四
校 

・
十
一
月 

二
日
（
木
）
小
学
校
二
校 

〇
就
学
時
健
康
診
断
・
一
〇
月
三
一
日(

火)

水
原
小 

・
十
一
月 

一
日(

水) 

安
田
小 

〇
阿
賀
野
子
ど
も
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム 

・
十
一
月
一
日
（
水
）
笹
神
中
学
校
区
（
笹
神
中
） 

・ 
 

八
日
（
水
）
水
原
中
学
校
区
（
水
原
中
） 

・ 

二
一
日
（
火
）
安
田
中
学
校
区
（
安
田
中
） 

・ 

二
八
日
（
火
）
京
ヶ
瀬
中
学
校
区
（
京
ヶ
瀬
中
） 

〇
第
八
回
校
園
長
会 

十
一
月
二
日(

木) 

笹
神
支
所 

○
京
ヶ
瀬
文
化
祭
（
京
和
荘
）
十
一
月
二
日
～
三
日 

・
笹
神
文
化
ま
つ
り(

ふ
れ
あ
い
会
館･

支
所)

三
～
五
日 

・
水
原
文
化
祭
（
水
原
総
合
体
育
館
・
水
原
公
民
館
・ 

水
原
代
官
所
）
十
一
月
三
日
～
五
日 

〇
下
越
教
育
事
務
所
管
内
教
育
長
会
議 

・
十
一
月
六
日(

月)  

下
越
教
育
事
務
所 

〇
小
学
校
読
書
旬
間
・
十
一
月
七
日･

八
日 

安
野
小 

・
十
一
月
二
八
日･

二
九
日 

水
原
小 

〇
下
越
地
区
公
民
館
連
絡
協
議
会
代
議
員
会
・
研
修
会 

・
十
一
月
九
日
（
木
）
新
発
田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

 
 

〇
明
る
い
家
庭
作
り
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式 

・
十
一
月
一
〇
日
（
金
）
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー 

 

〇
県
教
委
主
催
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
研
修
会 

・
十
一
月
一
〇
日
（
金
）
ふ
れ
あ
い
会
館 

〇
県
人
事
管
理
に
係
る
教
育
長
ヒ
ア
リ
ン
グ 

・
十
一
月
一
〇
日(

金)  

下
越
教
育
事
務
所 

〇
安
田
中
学
校
創
立
七
〇
周
年
記
念
式
典 

・
十
一
月
十
一
日(

土
） 

〇
京
ヶ
瀬
芸
能
祭 

十
一
月
十
二
日
（
日
）
京
和
荘 

〇
学
警
連
中
・
高
連
絡
協
議
会 

・
十
一
月
十
五
日(

水)

新
発
田
中
央
高
校 

〇
人
事
異
動
会
議
・
十
一
月
十
七
日(

金)

笹
神
支
所 

〇
健
康
料
理
教
室 

・
会
場 

京
和
荘 

 

・
十
三
日(

月)

山
手
学
級
・
さ
わ
や
か
セ
ミ
ナ
ー 

・
十
六
日(

木)

さ
わ
ら
び
学
級(

笹
神) 

・
二
〇
日(

月)

寿
学
級 

〇
ゆ
め
づ
く
り
ス
ポ
ー
ツ
教
室(
野
球) 

・
十
一
月
十
九
日(

日)  

水
原
野
球
場 

〇
市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

・
十
一
月
十
九
日(

日)  

水
原
総
合
体
育
館
ほ
か 

〇
三
市
北
蒲
原
郡
教
育
委
員
会
連
合
協
議
会
研
修
会 

・
十
月
二
十
一
日(

火)  

新
発
田
市 

〇
緑
の
少
年
団
「
自
然
の
家
周
辺
整
備
活
動
」 

・
十
一
月
二
三
日(

木) 

○
第
十
一
回
教
育
委
員
会
定
例
会 

・
十
一
月
二
四
日
（
金
）
笹
神
支
所 

〇
ま
ち
づ
く
り
塾
⑧
「
筆
ペ
ン
講
座
第
１
回
」 

・
十
一
月
二
四
日(

金)  

安
田
公
民
館 

〇
市
Ｐ
連
講
演
会 

 

・
十
一
月
二
四
日(

金) 
 

水
原
保
健
セ
ン
タ
ー 

○
子
ど
も
夢
フ
ェ
ス
タ
・
子
ど
も
絵
画
展
・
ふ
れ
あ
い

ス
テ
ー
ジ
・
十
一
月
二
五
日(

土)

～
二
六
日(

日) 

・
会
場 

ふ
れ
あ
い
会
館
・
笹
神
支
所 

〇
第
十
四
回
親
子
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
大
会 

・
十
一
月
二
六
日(

日)

京
ヶ
瀬
小
学
校 

〇
下
越
地
区
特
別
支
援
教
育
研
究
大
会
阿
賀
野
大
会 

・
十
一
月
二
七
日(

月)

ふ
れ
あ
い
会
館 

〇
「
い
の
ち･

愛･

人
権
」
阿
賀
野
展
（
ふ
れ
あ
い
会
館
） 

・
十
一
月
二
九
日(

水)

～
十
二
月
五
日(

火) 

(

５
）
そ
の
他
～
報
告
・
事
務
連
絡 

○
児
童
・
生
徒
及
び
教
職
員
の
事
故
報
告 

・
中
学
校
生
徒
一
件 

・
教
職
員
一
件 

 
 

 

〇
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
に
自
殺
ほ
の
め
か
し
メ
ー

ル
一
件
あ
り
、
調
査
の
結
果
、
該
当
案
件
は
な
し 

  

終
了 

午
後
四
時
二
四
分 

  

 

 ☆
平
成
二
九
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査 

の
結
果
と
分
析
は
別
紙
の
と
お
り
で
す
。 

 

 

小
中
学
校
共
に
、
全
国
水
準
を
一
〇
〇
と
し 

た
標
準
化
得
点
の
経
年
変
化
と
課
題
解
決
の 

た
め
の
視
点
を
付
し
て
い
ま
す 



平成２９年度 全国学力・学習状況調査【小学校】調査結果の概要 
 

１ 全国平均を１００とした標準化得点（上段）と平均正答数（下段）    （△全国より上位、▼全国より下位） 

 地域 阿    賀    野    市 

調査項目 年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

国語Ａ：知識 ▼９９ ▼９９ ▼９８ ▼９８ △１０１ ▼９８ △１０１ ▼９９ △１０１ 

国語Ｂ：活用 １００ ▼９８ ▼９７ ▼９８ ▼ ９９ １００ ▼９８ ▼９９ ▼９９ 

算数Ａ：知識 ▼９９ ▼９９ ▼９８ ▼９８ △１０１ １００ ▼９９ △１０１ １００ 

算数Ｂ：活用 ▼９８ ▼９８ ▼９８ ▼９８ １００ ▼９８ ▼９８ ▼９９ ▼９８ 

理科 * * * １００ * * ▼９９ *  

国語Ａ：知識 14.4／18 11.3／18 11.9／18 13.3／17 11.7／18 10.5／15 10.0／14 10.8／15 11.4／15 

国語Ｂ：活用 6.2／10 5.6／12 4.4／10 5.5／11 4.8／10 5.6／10 5.5／ 9 5.6／10 5.0／ 9 

算数Ａ：知識 15.4／19 13.5／19 13.4／18 13.3／19 15.1／19 13.2／17 11.9／16 12.7／16 11.7／15 

算数Ｂ：活用 8.4／14 6.2／13 6.9／14 7.0／13 7.6／13 7.1／13 5.4／13 5.9／13 4.7／11 

理科 * * * 14.5／24 * * 13.9／24 * * 

調査対象 全校 全校 全校 (＊)全校 全校 全校 全校 全校 全校 

２２年度：抽出校調査のため一覧から除外  ２３年度：震災により中止  ２４年度：(＊)市費対応で全校調査を実施 

  

２ 標準化得点・平均正答数の傾向 
（１）標準化得点 

 本年度の標準化得点は、全国と比べ、国語Ａ（知識）が 1ポイント上回り、算数Ａ（知識）が全国平均値と
同等であるが、国語Ｂ（活用）で１ポイント、算数Ｂ（活用）は２ポイント下回っている。 
 １９年度から続いていた低下傾向は２４年度に歯止めがかかり、２５年度にはさらに上昇して全国平均と同
等又はそれを上回る成績を示した。その後、２６年度からは停滞傾向を示していたが、２８年度は少し改善し
た。本年度の標準化得点の合計は２８年度と同値であり、２５年度に次ぐ好成績となっている。 
 国語、算数ともに、「知識・理解」は全国と同等と言えるが、知識を活用して問題を解決する「活用力」は依
然として全国平均を下回っている。これまでの調査と同様、活用力に課題が残る。 

（２）平均正答数は、全国平均正答数と比較すると国語Ａ（知識）は０.２問上回ったが、算数Ａは０.１問、国語
Ｂは０.２問、算数Ｂで０.４問下回っている。 

 
３ 児童質問紙調査に見られる課題と対応  
（１）児童の学習意識と学校の授業改善 

① 学習に対する関心・意欲・態度 
市小学校児童の学習に対する関心・意欲・態度は良好な状況にある。国語・算数いずれの教科の意識調査

も全ての項目で全国平均を上回っている。かつては、他の項目で全国平均を上回っても、「教科（国・数）の
学習が好き」という項目では、全国平均を下回る状況が続き、成績も下降傾向を示していた。学習内容が分
かり、学ぶことが好きになってこそ学力の向上も期待できる。この課題の解決を目指して授業改善に取り組
み、２５年度に初めて国語科でこの項目の全国平均を上回った。以降、２９年度を含め、良好な傾向は持続
している。算数科は、２６年度に初めてこの項目で全国平均を上回ったものの、２７年度、２８年度ともに
全国平均を下回った。しかし、今回は、０.２ポイントではあるが全国平均を上回った。また、「国語の授業
内容がよく分かる」と回答した児童の割合が９１.３％になり、調査開始依頼初めて９０％を超えた。 

  ② 授業改善の推進 
    各小学校は、自校の学力実態を分析し、真摯に授業改善に取り組んでいる。その成果は、学力調査及び児

童質問紙に表れている。今回も、課題となる国語及び算数のＢでは標準化得点で１００を下回ったが、平均
正答数の差が最大０.５問以内であり、今後単元計画の改善を含めた授業改善を進めることで向上すると考え
る。市教教育委員会も、学習指導計画訪問・要請訪問に加えて各教科プロジェクトをとおし、授業改善の支
援をしていく。 

 
（２）家庭での過ごし方と学習習慣の改善 

① 生活習慣 
｢朝食｣、｢定時就寝・定時起床｣など生活の基本となる習慣については、いずれも全国平均をやや上回る望

ましい状況にある。課題は、家庭での生活時間の使途にある。これまでと同様に、テレビ、DVD、ゲーム、イ
ンターネット等、長時間のメディア使用が児童の生活時間を圧迫する傾向は続いている。各小学校でもメデ
ィアコントロールの取組を進めているが、一層の取組の強化が必要である。 

② 学習習慣 
平日の家庭学習時間は、「２時間以上」ではやや全国平均を下回るものの、「１時間以上２時間以内」の実

施率では、全国平均を約２７ポイント上回り、６４％にまで達している。一方、読書時間は、全国平均に比
べてやや短い。改善の兆しは現われているものの、「1日に３０分以上」の児童は、未だ３５％にとどまって
いる。図書館の利用頻度も「週に１～３回程度」図書館に行く児童は約１１％で低い状態であり、全く図書
館に行かない」児童が約３９％、「年に数回程度」と「全く行かない」を合わせると約６４％に上っている。
メディアコントロールと併せ、読書習慣形成の効果ある取組が強く求められている。 

  



平成２９年度 全国学力・学習状況調査【中学校】調査結果の概要 
 

１ 全国平均を１００とした標準化得点（上段）と平均正答数（下段）    （△全国より上位、▼全国より下位） 

地 地域 阿    賀    野    市 

調査項目 年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

国語Ａ：知識 ▼９８ ▼９８ ▼９８ ▼９７ ▼９６ ▼９９ ▼９７ １００ ▼９８ 

国語Ｂ：活用 ▼９９ ▼９８ ▼９７ ▼９６ ▼９６ ▼９９ ▼９９ ▼９９ ▼９８ 

数学Ａ：知識 ▼９７ ▼９７ ▼９６ ▼９６ ▼９４ ▼９６ ▼９７ ▼９９ ▼９８ 

数学Ｂ：活用 ▼９８ ▼９７ ▼９７ ▼９５ ▼９４ ▼９６ ▼９７ ▼９９ ▼９８ 

理科 * * * ▼９６ * * ▼９７ * * 

国語Ａ：知識 29.5／37 24.0／34 24.1／33 22.4／32 22.2／32 25.2／32 23.7／32 25.2／33 23.6／32 

国語Ｂ：活用 6.9／10 5.6／10 7.6／11 5.0／ 9 5.1／ 9 4.3／ 9 5.7／ 9 5.8／ 9 6.1／ 9 

数学Ａ：知識 23.7／36 19.6／36 18.2／33 19.8／36 18.2／36 21.3／36 20.8／36 21.7／36 21.7／36 

数学Ｂ：活用 9.3／17 6.5／15 7.3／15 5.8／15 4.5／16 7.7／15 5.2／15 6.3／15 6.6／15 

理科 * * * 11.2／26 * * 11.5／25 * * 

調査対象 全校 全校 全校 (＊)全校 全校 全校 全校 全校 全校 

２２年度：抽出校調査のため一覧から除外  ２３年度：震災により中止  ２４年度：(＊)市費対応で全校調査を実施 

 
２ 標準化得点・平均正答数の傾向 
（１）標準化得点でみると、２９年度は、全ての調査項目で全国平均を２ポイント下回った。 

調査開始の１９年度以降、年々低下し、２５年度に最も低い得点となっていた。２６年度に低下に歯止めが
かかり、以後、少しずつ回復傾向を示していた。標準化得点の合計では、２８度は調査開始以降最も高い得点
となった。本年度は、昨年度に比べ国語Ａ（知識）で２ポイント、国語Ｂ（活用）及び数学Ａ（知識）数学Ｂ
（活用）でそれぞれ１ポイント低下したが、標準化得点の合計では２８年度に次ぐ得点であった。 

（２）平均正答数では、国語Ａで１.２問、国語Ｂで０.４問全国平均を下回っている。数学Ａでは１.６ 問、数学
Ｂでは０.６問全国平均を下回っている。２８年度は、全国平均との差が最大で１問以下まで縮小したが、本年
度は平均正答数の差が拡大した。 

 
３ 生徒質問紙調査に見られる課題と対応 
（１）生徒の学習意識と学校の授業改善 

① 学習に対する関心・意欲・態度 
市中学校生徒の学習に対する関心・意欲・態度は、調査開始以来、殆どの項目で全国平均を下回る状況が

続いていたが、２６年度調査以降、多くの項目で好転している。本年度の調査では、国語は「国語の勉強が
好き」「国語の勉強は大切」「国語の授業が分かる」の全項目で全国平均を上回ったが、数学は「数学の勉強
は大切」の項目が全国平均を上回ったものの「数学の勉強が好き」と「数学の授業が分かる」の項目で全国
を下回った。 

② 授業改善の推進 
   どの生徒にも確かな学びを保障し、思考力・判断力・表現力を高める授業改善を行うことを最

重要課題として、各中学校でも学力向上の取組を推進してきた。市教育委員会も、学習指導計画
訪問・要請訪問による支援に加え、国語科、数学科、英語科の各教科のプロジェクトを継続し、
授業改善の支援に努めている。授業改善の成果が確かなものになるよう全力を尽くしたい。 

（２）家庭での過ごし方と学習習慣の改善 
① 生活習慣 

今回の調査でも、「朝食」や「定時就寝」の規則正しさは全国平均以上、「定時起床」は今年度全国平均と
同値であり良好な状態である。課題は、依然として生活時間の多くがメディアに費やされていることにある。
改善されてきてはいるものの、テレビ・DVDの長時間視聴（３時間以上と４時間以上の合計）は２９％を超え、
２時間以上のテレビゲームも４５％を超えており、ともに全国平均以上となっている。この年代の人間形成
に大きな役割を果たす読書や家庭学習の時間確保のためにも、メディアコントロールの必要性は高い。 

② 学習習慣 
中学校生徒の家庭学習時間は、２６年度から緩やかな改善が続き、２８年度の調査で目覚ましい改善を示

した。今回も「1 日２～３時間」では全国平均に届かないものの「１～２時間」では、全国平均を１５ポイ
ント上回り約４９％に達している。各中学校では、終学活時間に家庭学習プランニングタイムを導入する取
組を行っており、それが成果として表れていると考える。 
一方、家庭での読書時間には、目に見える改善は現われていない。最多時間帯は「1 日に１０分以上３０

分未満」であり(約２３％)、「１０分未満」と「全く読まない」生徒は合わせると約４７％に上る。また、図
書館の利用頻度も少なく、「ほとんど又は全く図書館に行かない」生徒が約６０％に達している。メディアコ
ントロールと併せ、読書習慣形成の効果ある取組が強く求められている。 

 


